青明舎フェイスシート

平成21年8月24日　担当：兵藤　拓明

	登　録　者
	氏　名　瀬川　恭平　様　　　　　男・女　　　　昭和62年4月11日生（22歳）

	
	住　所　七戸町貝ノ口149‐2　　電話　0176－62－6121

	
	病　　名
	知的障害・自閉症
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成　年　月頃（　　歳時）
	罹 患 期 間
	約22年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	受診歴　なし
	外来受診日
	なし

	
	
	
	

	医療区分
	
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	なし
	愛護手帳B

	経済状況
	年金
	月66,000円（障害基礎年金2級）　　

	
	就労
	月37,800円

	障害程度区分
	　
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	財団法人　こころすこやか財団

	日中活動の場
	　農園カフェ日々木（週4～5日・12：00～15：00・3時間）

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成21年7月29日
	身長
	180cm
	体重
	85kg

	最終学歴
	青森県立青森第二養護高等学校
	免許・資格
	第一種普通自動車免許

	職歴（訓練）
	平成18年6月～平成20年10月：公立もくもっく（知的障害者通所授産施設）
平成21年11月～平成21年8月：農園カフェ日々木（就労継続支援事業所）

	保　護　者
	氏　　名　　瀬川　信一　　様　　　　　　　続柄　　父親　（同居　・否）

	利用目的

・将来は一般企業への就職を目指しており、就業訓練と生活の両面で支援して欲しい。

	入院・治療歴

なし　

	服薬

　　　なし

	生活歴

平成18年3月に養護学校を卒業後、4月より知的障害者通所授産施設「公立もくもっく」利用開始となる。ステップアップさせたいという母親の希望もあり、平成20年11月より就労継続支援Ａ型「農園カフェ日々木」利用開始となる。カフェでは清掃やホールでの接客業務を担当。勤務態度も良く作業も問題なく行っていた。平成21年6月から気分の高揚や作業能率の低下が顕著となり、奇異な行動が目立つようになる。平成21年7月29日に母親、カフェスタッフ、青明舎スタッフで面談し、本人の状況について話し合いを行っている。
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	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

家族構成は祖母、父、母、本人の4人暮らし

父親：青森に単身赴任していたがH21年3月に転勤となり現在は自宅から仕事場へ通っている。本人に対しては「早く一般就労をするように」と話すことがある。

母親：本人に対しては就労訓練から徐々に就労へ進めていきたい考えている。本人の趣味（女児への興味）に対しては「気持ち悪い、汚らしい、次男は普通なのに」と話している。

弟　：本人に対して拒絶、バカにするといった態度を示す。八戸で一人暮らしをしている。
妹　：ある程度本人を理解し受け入れている。神奈川県で一人暮らしをしている。
祖母：日中、本人に付き添うなど面倒をみているが高齢であるため限界がある。




	スケジュール
	月
	火
	水
	木
	金
	土
	日

	午前
	
	
	
	
	
	
	

	午後
	訓練
	訓練
	
	訓練
	訓練
	
	訓練


平成21年8月24日（月）

	氏　名
	　瀬川　恭平様
	男・女
	生年月日
	昭和62年4月11日生（22歳）


	長期目標（中期・短期）

	長期：農園カフェ日々木にて就労訓練を行い、就労能力を身に付ける。一般企業へ就職する。
中期：就労継続支援Ａ型での作業において体調を崩さずに安定した状態で訓練を継続することができる。

短期：就労継続支援Ｂ型での作業を実施するなかで、体調を崩さずに訓練を実行することができる。


	これまでの経過　　（最終評価日　平成21年8月24日）

	＜農園カフェ日々木での状況＞

· 平成20年11月より農園カフェ日々木（就労継続支援Ａ型）利用開始となる。カフェではホールでの接客、食器洗い、清掃の業務を担当。就業態度は良く作業も問題なく実行していた。

平成21年6月本人の状態に著しい変化がある。気分の高揚が目立ち、食材をキッチンに投げつけること、壁に向かって「このやろう」「ぶち殺してやる」などと独語すること、突然「今何か聞こえませんでしたか」と話すこと、お客様に対して「おい」「おまえら」「（鼻に指を当て）しーっ」などの行動がある。本人は「いつもと変わりません、疲れや悩みはありません」と話しているが、カフェスタッフによれば与えられた作業を実行できない、雑さが目立つ、欠伸が多い、など6月以前に比べると本人の状態の変化は明らかとのこと。

事業所では一時的に接客以外の作業を与え、スタッフが見守りを実施している。

＜自宅での様子＞

· カフェから帰宅後、母親が就労訓練での様子を尋ねると「べつに」など反抗的な態度を示す。

· 朝、カフェに到着したら母親へ電話連絡する約束になっていたが、最近は全く連絡する事がなくなった。

＜状態変化について考えられる要因について＞

　●農園カフェ日々木スタッフより
　　①作業の種類や時間などの面において、レベルの高い業務をこなしてきたため、ストレスや疲れによるものではないか。

　　②賃金が発生し、自由に使えるお金が増えたことで本人の気持ちに変化があるのではないか。

　　③本人の趣味として暴力的な内容のＤＶＤを鑑賞することがあるとのことで、その影響で乱暴な言葉が出るのではないか。

　●母親から

　　①農園カフェでの訓練は8ヶ月経過しているため、作業や環境に慣れたからではないか。

　　②父親が3月から自宅で暮らすようになったが、父親が仕事から夜遅く帰宅することで家族の生活リズムに変化があった。そのことで本人の睡眠時間が短くなったようで、農園カフェでの作業中に眠気を表す事が多くなった。

＜その他＞

· 女子児童関連の本、ＤＶＤ、暴力的な内容のＤＶＤ鑑賞が趣味である。



	問題点

	①Ａ型での作業（ホールでの接客、食器洗い）において、お客様への乱暴な言葉遣い、壁に向かっての独語、作業効率の低下や就業態度の悪化（与えられた仕事ができていない、欠伸をしている）が目立つようになる。




	支援内容
	介入方法
	支援期間

	ストレスの軽減
	· 訓練形態をＡ型からＢ型へ変更することで本人の負担軽減を図る。
	3ヶ月

	医療との連携
	· 本人の状況を確認し必要に応じて医療機関へつなげる。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：　兵藤　拓明

修正プラン実施評価日： H21年8月24日（月）　青山荘地域交流活動室













家族構成























